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山形県置賜亜炭田地質調茎査報告註1）

1．地質構造と表層状況にρいて

徳永　重元黄　棚井　敏雅畳

R6su卑6

On　Geologic　Structure　alld　Co我1Seams　in－Oitama

　　Lignite　Fiel｛l　in　Yamagata　Prefecture

by

Shigemoto　Tokunaga＆Toshimasa　Tanai

　　　The　Oitama　lignite　field　is　located　in　southwestem　part　of　a　marginal　area　in　the

Yonezawa　basin．．

　　　Th6field．contains　a　sequence　from　Miocene　to　Pliocene　sediments　covering　unconfor－

mably　a　basement　of　older　rocks．The　Tertiary　system　is　divided　in士o　four　formations　in

asce貧d．ing　order；一the　Arao，the　Shiraka』wa，the　Oshika　and　the　Toyokawa　formations．

　　　The　eastem　half　of　the　fie1（i　shows　a　comparatively　simple　structure，forming　a　very

gentle　structure．　On　the　contrary，the　westem　half五as　many　anticlines　and　synclines　acco－

mpanying　with　numerous　faults，and　is　generally　complicated　in　structure。・The　trends　of

principal　folding　and　faulting　in　the　field　coincide　with　the　general　structural　trend　of　North－

eastemJapan．
　　　Of　the　four　formations　the　Toyoka雨a　formation　contains　coal　measures．Coal　seams

are　more　than　ten　in　number，thickness　being　fr6m10to60cm．　Only　two　seams　of　No．4

and　No．6are　workable　in3everal　mines．　The　coal　is　of　lignitic　rank（F2），and　calorific

value（moisture－and　ash－free　basis）ranging　from5，800to6，700caL

　　　Of　fossil　floras　fl℃m　the　coal　measure　a血d　pollen　grains　in　the　coal　in　the　field　shall

be　described　in　the　next　paper　by　the　writers．

1．緒　　言

東北地方においては背梁山脈と出羽丘陵ζの間に，幾

っかの内陸盆地が南北に並んで点在している。これらの

盆地の辺縁山地には多くの場合，亜炭層が分布していて

諸所で稼行きれている。これらの含亜炭層はいずれも大

体同時代のものと考えられ，しかもその層相や岩相が非

常によく．似ている。

置賜亜炭田は山形県の最南部にあたり，米沢盆地南西

縁の山地を占め（第1図〉，多くの炭鉱で薄い亜炭層が

小規模に稼行きれている。この地域の地質や炭層状況に

関する資料はほとんどなく，わずかに一部地域の地質概

況について森田日子次の概報があるにすぎない。

註1）　この調査は「本邦炭の花粉分析および植物化石による原植物の研

　究」の一部をなすもgである。
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　筆者らは，この地域における亜炭層の主要な分布地域

とその周辺地域との概査を行い，その地質構造を明らか

にするとともに，爽炭層中の化石植物の検討と亜炭の花

粉分析との結果とを合わせて，内陸盆地の1亜炭田たる

置賜亜炭田の堆積環境を考察することを主目的としてい

る。

　この報文では，地質構造と炭層の発達状況についての

み概報し，その他のことは別に改めて報告する予定であ

る。

2．層序について

　この地域においては，いわゆる堅秩父古生層”と考え

られている古期岩層註2）を基盤として，中新締から鮮新

統に至る一連の第三系が広く発達している。これらの第

三系は，下半部は凝灰質岩石が多く，上半部は礫岩に富

んでいるが，その層相と岩相がら第1表に示すように4

累層に分けることができ，またさらに，それぞれ2，3

　　　　　第1表　置賜亜炭田層序表

釦系健積層
　　　椴丘堆積物

豊，、，累層膨難轟讐．礫岩互層

　　　　／高峯爽炭層

第三系夫鹿霜倖欝畿

白川累層灘灘灰岩互層

洗尾累層

葵秩父古生層”

の部層’（mamber）に細分できる。

2．1洗尾累麿Araoformation

　模式地：豊川村洗尾部落西方の沢　層厚＝1，000m＋

　この累層は，主として縁色凝灰岩・流紋岩質凝灰角礫

岩・凝灰質砂岩および瓢灰色頁岩などからなり，いわゆ

・る藁秩父古生層”と考えられている古期岩層上に不整合

にのつている註3）。今回は上位の亜炭層の調査に重点を

おいたた珍に，層相の詳細を明らかにすることができな

註2）　これらの一部は，最近では中生代層ではないかと考えられている。

註3）両者が不整合に接する部分は今回の調査地域外において認められ

　　るが（例えば山形県西置賜郡小国村伊佐領の東方横川の港岸など）・

　　地域外のため地質図に表現していない。

註4）例えば，調査地域外ではあるが，津川村睨沢北方において認めら

　’れる。この石炭は粘結性を有し，純湊発熱量は8，0qoカロリー内

　　外を示すので，今後この炭層の賦存状態を調査する必要がある・

註5）一部には流紋岩の細角礫を含有し，凝灰角礫岩となつている。

かつたが，大体のところ，下半部は流紋岩質凝灰角礫岩

または礫岩と凝灰岩とからなり，礫岩は浮石質細砂を基

地とし，流紋岩や古期岩石などの亜角礫を含む。凝灰岩

は淡緑色を呈し，粗～細粒で，所によつては凝灰質砂岩

となつている。上半部は淡緑色の凝灰岩と瓢灰色の游泥

岩からなり，上部になるにしたがつて游泥岩を多く含む

ようになる。本層の上部には所によつて，山丈69～100

cmの炭層を挾むことがあるが註4），連続性に乏しい・し

かし，この石炭は上位層中の亜炭よりも，炭化度が高く

粘結性をおびていることは留意する必要がある・

　玉庭村温井附近において，これちの凝灰岩層のなかに

流紋岩流を挾み，あるいは含沸石玄武岩が岩床状に逆入

、している。また，洗尾の沢附近では，花嵩閃緑岩が盗の

累層の一部に貫入している。またこの地域にある複輝石

安山岩と花醐閃緑岩との関係については，きらに精査を．

必要とするが，一応花醐閃緑岩が後期のものであるとい聖

う疑をもつている。

　この索層は，東北地方に広く分布するいわゆる、台島

階”の曝緑色凝灰岩層”に対比きれるものと考えられる

が，今回の調査地域内では化石を採集できなかつた・し

かしながら，筆者の1人棚井はかつてこの地域の西方小

国町附近において，この累層と同層準と考えられる流紋

岩質凝灰岩層から，Ch1α粥弊た伽餉酵漉，Pos魏毎盈απε一

加卿，C醐4魏粥sp．などの貝化石を，また板状頁岩層

からCツ・Z・ゐ吻％・φs」s惚n4¢跳卿，Q％θ勧s盈・グ8卿，

Q．sゆ轍撚，α朋㈱灘蜘・9鰯伽s8，Z召’枷α

U犯9θガなどを含む台島型植物化石群をみいだしている。

　2．2白川累層Shirakawaformation

　主としてこの亜炭田の辺縁部，すなわち調査雌の西部

と南部とに分布する。おもにや㌧堅硬な灘泥岩からなる

が，下部は凝灰岩を多く挾み，両者の，互層となってい

る。層相から次の2蔀層に分けることができる。

　2．2．1　間瀬頁岩凝灰岩互層　Maze　sh，＆。tuff

　　　　altemation　member

　模式地：津川村問瀬附近の県道に沿う崖

　層厚二200m±、．
　下位の洗尾累層から漸移し，主として硬質頁岩と凝灰

岩註5）との互層からなつている。下半部は青灰色または

淡黄色の凝灰岩と暗灰色の硬質板状頁岩とΦ1～2fnめ

互層であるが，上位になるにしたがつて漸次頁岩が優勢

になる。上半部は青灰色の浮石質凝灰岩と板状硬質頁岩

との10～20cmの薄い互層からなり，上位になるにした

がい凝灰岩は薄くなつて上位層に移化する。

　要するに，この部層は洗尾・白川両累層の漸移層であ

る。
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　2．2．2湯小屋頁岩層　Yugoya　sh．member

　模式地：豊川村湯小屋附近の白川沿岸の崖

　　層厚：300～320m

　主として暗灰色のや＼硬質な頁岩からなるが，この頁’

』岩は層理が明瞭で，稜角ある細片に割れる性質があり，

東北裏日本の油田地帯に広く分布するいわゆる”珪質頁

岩”と岩相が全く似ている。調査地の全域を通じて，ほ

とんど同じような岩相を示すが，たズ，米坂線に沿つた

地域においてはこの部層の最上位に，わずかに瓢灰色の

灘泥岩註6）カ〉らなる部分力∫ある。

　この部層は各地点から，魚鱗化石Sα9α撹θS　oh蜘擁

qy6」8卿解初αsp・，Pグ0ψθα粥％S訪％卿sp，nov。などをよ

　く産出する。

　2．3　大鹿累属　OsMka　formation

　模式地：豊川村大鹿附近の沢　層厚：200～300m±

　この累層は白川累層から漸移し，主として凝灰質砂岩

からなつている。調査地域の中央部と南部とに分布し，

岩石が堅硬なために白川累層とともに山稜部を形成して

いることが多い・・岩相と層相とから，次の2部層に分け

　ることができる。

　2・3・1　下部中粒砂岩層

　下位の湯小屋頁岩層に整合にのり，最下部は灘泥質細

粒砂岩であるが，漸次粗粒～中粒砂岩となり，灘泥岩層

を挾んで互層状を呈する部分もある。砂岩は下部のもの

を除けば，青灰色～淡青色を呈し中粒で，概して塊状，

堅硬である。全層を通じて砂管を多く含み，また多数の

貝化石がみいだされる。これらの貝化石は保存はよくな

いが，現在までに同定でき．たものは次のとおりである。

　　　βzκo初吻z　J召％oos’o卿α　DESHEYS

　　　ハ7αがoαゴ伽♂hos∫o卿α　DESHEYS

　　　P召oピ伽葱卿％駕2　YOKOHAMA

　　　yo鰯αsp．

　　　Co名4翔卿づ”4shか06％3ε　NOMURA

　　　Lμo初o”2αα‘％♂π初召α♂α　CONRAD

　　　跡α60粥αsp．

　　　物4％グ％sh猛¢‘60απα　NOMURA

　　　3θノ露ρ6sッoたの，α卿切　OTUKA

　　　T勿αs加b卿・諺o娩s　KURODA

　この化石動物群は大塚弥之助のいわゆる”耶摩古動物

群”に対比され，中新世後期を代表するものと考えられ

る。

　2。3．2　上部粗粒砂岩層

　主として軟質の青灰色～淡青灰色の中粒粗粒砂岩から

なるが，これは通常凝灰質で所によつては浮石粒を含ん

でいる。上半部は凝灰質粗粒砂岩を主とし，最上部は礫

岩または礫質砂岩を挾んで両者の互層となる。また，最

下部に近い部分に海緑石を含む．1～2mの緑色中粒砂岩

層を挾み，鍵層として有効である。

　2．4　豊川累層　Toyokawa　fo「mation

　この累層は下位の白川累層から漸移し，主として砂

岩・礫岩および游泥岩の互層からなり，下半部に10数枚

の亜炭層を挾んでいる。すなわち，累層の堆積時期に至

つて堆積盆地は海との連絡をほとんど絶たれ，多分に浅

化きれて炭層を生成するような環境註7）になつたものと

考えられる。

　豊川累層はこの地域において最も広く分布し，層相お

よび岩相から次の3部層に細分することができる。

　2・4・1高峯爽炭層　Takamine　coa1－bearing　me一，

　　　　　　　　　　mber

　模式地：豊川村高峯附近の村道切割と白川沿岸の崖

　層厚：450m±
　この部層は置賜亜炭田における主要な含炭層であつて

豊川村から玉庭村にかけて帯状に広く分布している。主

として泓泥岩と砂岩との互層からなるが，下半部は湧泥

岩がちで，上部になるにしたがつて次第に砂岩が優勢と

なり，また所によつて数層の礫岩層を挾んでいる軌本層

の上部に1ま厚き10m内外の浮石質凝灰角礫岩層註8）を

挾み，これには安山岩質の集塊岩状を呈する部分もあ『

り，その特有な岩相によつて全地域を通じて追跡できる

ので有効な鍵層となる。

　本層中の亜炭層は下部に多く含まれ，中部にはほとん

どなく，また上部に3～4層挾まれている。主要稼行炭

層の上盤の凝灰質灘泥岩からは，多数の保存のよい植物

化石を産出する。これらは現在検討中であるが，いまま

でに同定できた45種のうちおもなものは，、次のとおり

である。

D褒yOが碗ssp．

Tακ04魏粥4麗扉％卿　（STENBERG）

G砂μos翻ob％sθ錫プOjウα2％s（BR6NG。）

S6r（1駕o毎s8卿汐θプ擁グ6，2s　ENDL

融6）　この游泥岩は塊状であり．油田地帯におけるいわゆる“黒色頁岩”・

　　に岩相が非常によく似ている。，

註7）　すでに棚井が指摘したように，この傾向は東北地方の内陸部の全

　　般を通じて認められる。これについては，古生物学的訴究の完了

　　をまつて改めて論ずるつもりである。

語8）　この凝茨角礫岩は，最上炭田における・下部衣淡層中の鍵層の凝灰

　　岩に，その岩相が酷似している己したがつて，東北地方の内陸部

　　の炭田の地史を解析する1つの手掛りとなるものと考えている。

　　この地域ではこの角礫岩はほ穿全域にわたつてみられ，摸式地で

　　ある豊川村落合橋の東20mの崖では，径5～10Cmの俘石粒・炭
　　木・大粒石英粒等の混在した基地中に，灰色頁岩・照色の火山岩

　　細礫等が混入しており7mの厚さがある。この岩相は南部に至づ

　　ても変化はあまりない。
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ルfθ！｛z忌幻勿04αゴ4ヵoκ」6α　（ENDO）

P1βグooαかαグカoザ6距4　S・etZ・

Poψ銘」πs　sp。一

ノ1θn％s擁no’oブiαS．etZ．

σαゆ初％Sゴαψ0痂oα　MAX・

C．oo毎α如　BLUME
召θガ％！α卿ακづ卿0躍」σ乞♂απα　REGEL

F49％s丑4yα加β　PALIB，

F．ゴαρo擁ρα　SARG・

9％6戯‘πS　SPP。

Cαs置α，z6αo惚鴛αfα　S，etZ．

レ7粥駕sρグo少歪π（～％α　KOLDZ。

Ze’兎o灘翻9痂（ETT．）

Coが％ssp．nov。

Aプα露αヅα加∫　MORITA

Cθプ鹿4づρhグ〃％粥ゴαψoηJo％吻S。（∋tZ・

丁膨αsp．

Cαf認ραo〃α！αS，etZ．

Sαμ％卿s8扉∫8グ麗勉　　ROXB．

1’伽≧oグπ％！4　LIND．et　PAX，

C眈づs　sp．

7あ％プ％％卿ノ％πα伽卿　BLUME

，9αssαsp．

　、この化石植物群は，会津亜炭田や最上亜炭田の下部爽

炭層中の化石植物群や，仙台附近の根ノ白石植物群に対

比され，中新世後期～鮮新世前期を代表するものと考え

られる。

　2．4．2手ノ子灘泥岩・砂岩・礫岩互層　Tenoko

　　　　　Set．・S．S．＆．Cg．alternation　member

　模式地＝豊川村手ノ子西方の鉄道と県道の切割

　　層厚：400m±
　豊川村の東部から玉庭村にかけて分布し，高峯爽炭層

から漸移して，おもに泓泥岩・砂岩および礫岩の互層か

らなる。

　下部はおのおのの厚きが1～2mの暗灰’灘泥岩・暗青

色中粒～粗粒砂岩および円礫からなる礫岩の互層で，申

部はこれと同様な湧泥岩と砂岩との互層からなり，数枚

の亜炭層を挾んでいる。この亜炭層は一部では稼行きれ，

ているが，炭質が悪いために大規模な稼行には適きない。

上部は礫岩と砂岩との互層に灘泥岩の薄層を挾みノ最上

部は中粒～粗粒の凝灰質砂岩からなり，礫岩を挾有する

・ようになつて，上位層に移化する。

　本層には，比較的化石が乏しく，亜炭層に伴なつて，

ハ4召如s町麗o宛ブ⑫o擁曜の毬果や植物破片を産するにす

ぎない。

2．4．3　軽井沢砂岩・礫岩層　Karuizawa　S・S・＆・

　　　　Cg．member
　模式地：玉庭村軽井沢の西方の沢に沿う崖

　層厚：300m＋
　この部層は豊川村東半部から玉庭村全域にかけて広く

分布してがる「が，上部は第四系に侵蝕，被覆きれている

ために，上限は明らかでない。主として軟弱な礫岩と中

粒～粗粒砂岩との互層からなり，それらおのおのの厚零

は不定である。砂岩は通常凝灰質で，淘汰が悪く，粒匿

は不規則なことが多い。すなわち，この部層はその堆積

相かちみると，堆積盆地の消滅という末期的岩相を示す

ものと考えられる。

　2．5第四系
　この地域内の第西系は，河岸段丘堆積層と平野や低地

部に広く発達する沖積層とである

　河岸段丘は白川に沿つた地域に数段認められ，ことに

南洗尾や安導寺附近のものは顕著である。これらの段丘

堆積物は，古生界・第三系および火成岩の礫からなる礫

層を主とし，淘汰の悪い砂泥を混じている。

3．構造について

　この地域の東半部には向斜が発達してはいるが，地層

の傾斜はきわめて緩くその構造は簡単である。しかし，

西半部は多くの傾斜の急な背斜構造と向斜構造とを繰り

返し，かつ多数の断層を伴なつて，かなり複雑な構造を

示している。

　豊川村矢淵から湯小屋に通ずる背斜構造は両翼が急斜

し，かつその軸面は，湯小屋附近においては東斜してい

る。この背斜軸は湯小屋北方にお㍉・て漸次北に沈むが，

手ノ子断層によつて西方に転位するとともにふたたび浮

かび，やはり両翼が急斜している落合一沢口背斜となつ

七続いている。しかし，この背斜軸は米坂線以北では漸

次沈み，沢口附近において消滅している。宇津峠を通る

向斜構造は中の沢の東北方では両翼が急斜し，所によっ

て軸面は西斜しているが，宇津峠の東方をほ穿南北に走

る東落ちの断層と峠の南方を北東一南西に走る北落ちの

断層とによつて，宇津峠附近の地域には湯小屋頁岩層と

大鹿累層とが分布し，向斜軸も寸断きれている。

　また峠の南方の北東一南西の断層は東西方向の水平的

な地層のズレを伴なつている。米坂線から北方の地域で

は両翼とも漸次緩傾斜となる。この約3k血の幅をもつ

てほダ南北に走る著しく摺曲した地帯の西側地域では，

小規模な背斜構造と向斜構造とが波状に繰り返し，断層

を伴なつている。また，その東側地域においてはきわめ

て緩い向斜構造が認められ，，その軸は北方に次第に上昇

しつつ北北西に延び，西部地域の禰曲軸と断層の方向の
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いずれにも斜交している。

　断層は多くの場合，摺曲軸にほす平行して南北または

北北束一南南西の方向を示しているが，ζれらの断層は

溜曲運動に随伴して生じたものと考えられる。その後，

これらの構造を切断して東北東一西南西または北北東一
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つている・。

　これよりさ1らに東方においては，爽炭層は幾つかの摺

曲構造をくり返し，米沢盆地に没していると予想される。

　上に述べたような，各地域における構造的特徴の相

違証9）は，その構成地層と岩石の相違とによることはも

ちろんであろうが，むしろ，堆積盆地の生成から消滅に

至る間の基盤運動の質的と量的との差異による所が大き

いと考えられる。これについては，後に改めて詳しく論

’ずるつもりである。

4．　炭層と炭質とについて

『
こ
の
地
域 の主要爽炭層は前述のように高峰爽炭層であ

るが，手ノ子互層中にも数層の炭層が介在している。こ

れらの炭層はいずれも炭丈10～60cmの薄層で，小規

模に稼行きれているにすぎない。

高峯爽炭層中の炭層は10数層あるが，比較的厚い5

層のうち，豊川村高峯附近で稼行きれている4番層（第

4図参照）がこの地域の主要炭層である。この4番層は

高峯附近から南に進むにしたがつて，次第に下位の3番

層と近接する傾向を示している。また，炭層は高峯附近

とその南部で厚いが，きらにその南部では薄化の傾向を

示している。この炭層の層厚と構成部分の変化とについ

ては，白川から南へのびる手ノ子沢においてよく観察で

きる（第5図）。　すなわち，高峯炭砿における4番層は

南に進むにしたがつて次第に厚きを増し，手ノ子沢支流

西2番の沢において炭丈50cmに及び，さらにその南

では薄化して富本炭砿では炭來35cmとなる。玉庭村

西部の玉庭炭砿においては炭丈50cmを示し，かつ下

位の3番層と考えられる炭層と接しているために，この

稼行炭層は総炭丈80cm註10）を示している。

　この4番層の上盤は凝灰質灘泥岩または細粒砂岩で，

前述のように多数の植物化石を含み，探炭上のよい鍵層

となる。概して炭層の上下盤の岩相は南北方向には変化

，が少なく安定している・また，凝灰岩の爽みは，手ノ子

沢支流西1番の沢において最も厚いが，この地域では炭

層の厚さと比例して消長している。

　手ノ子互層の中にも稼行可能の1炭層（6番層）があ

り，現在橋本炭砿において稼行されている。この6番層

は橋本炭砿において炭丈45cm，小山富本旧坑において

は48cmを示すが，いずれも木質で，粘土岩または凝灰

質頁岩の細縞を挾んでいる。

　この地域における高峯・手ノ子両層中の多くの炭層は

南北方向にかなり変化が認められるが，これらは明らか

に爽炭層堆積時の環境とかなり密接な関連性をもってい

る。たとえば，高峯爽炭層は南部か、ら北部に向つて次第

に層厚を増し，同時に炭層の数は北部に至るにしたがつ

て次第に増して，いわゆる分岐的現象（Splif　out）を

小している。

　また，両層中の亜炭の炭質の差異についてみると，手

　ノ子互層中のものは前述のように薄い爽みが多く，風化

第2表 分 析　　表

採取場所

富本炭砿
橋本炭砿
高峯炭砿下層

小山富本旧坑
高峯炭砿稼行層

玉庭炭砿
嬉ケ沢奥
竹田炭鉱
旧不動炭鉱
落合南沢上層

落合南沢下層

水分
％

17．48

20．39

23．00

22，83

22，00

21，74

18．62

23．20

16．11

20，38

17．04

灰分
％

16，15

28．15

10．51

11．59

10．30

20．62

42．07

9．95

14．95

16．97

35．33

揮発分

％

硫黄
％

36．79

30．44卜

37．95

39，08

36．48

31．55

21．88

37。40

41．63

36113

29．00

0．74

0、53

0．52

0．80

0．52

0．80

0．48

0．86

0．46

0．52

0，46

純炭に対する

固定炭素
　％

発熱量
Ca1

45．57

40．43

42．40

40．41

46．12

45。26

43．33’

44．05

39．61

42．33

39．11

灰色

6218，

5922

6618

6538

6537

6358

5853

6594

5790

6707

6531

褐

乳白
褐

濃赤褐

乳白
肇赤褐

淡褐
茶褐
濃褐
淡褐
淡褐

粘結性

非粘
　〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃，

〃

級

F2

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

（昭和27年10月30日　化学課分析）

註9）　筆者らの資料によれば，少なくとも最上・置賜および会津の亜炭

　田は，その堆積盆地の規漢は異なるが，構造上の特徴と各構造区

　の配列とはきわめてよく似ていると思われる。

註10）炭丈の厚いにもかかわらず，全体として炭質が悪くかつ來みが多

　い。なお，上限から50cmの位置に約3cmの炭母（Fusaiサ）の

　層が認められるo
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第3表　炭鉱採掘現況

No．

1

2

3

4

5

6

7

8

9

炭鉱名
一
高
　
　 峯

橋　　本

富　　本

落　　合

玉　　庭

塩ノ沢
置　　賜

竹 田

小　　松

位　置

豊川村高峯

〃　　中通

〃手ノ子沢

〃　　落合

玉庭村沢内沢

〃　塩ノ沢

〃　塚田

豊川村落合

豊　川　村

鉱業権者

豊川村小白川

二瓶孝一　〃　手ノ子
長沼森蔵
　〃　手ノ子
梅津熊蔵富　 山　県
東北化学工業

稼働人員

　人
坑内外員
　30

7～8

7～8

6～7

3

未

月産
t

200

100

100

100

調

稼行炭層

高峯層
　、④
手ノ子層

　⑥
高峯層
　④
手ノ子層

　⑧
高峯層
④＋③

蜘査

高峯層
　④
高峯層
　④

炭丈

cm

40

45

35

30

93

40～

炭層傾斜

70。E

250E

18。E

40～42。E

67。E

すれば葉片状に剥理する木質部が大部分を占めている。

これに反して，高峯層中のものは，同じ木質部でも非常　・

に質が緻密で，介殻状破口（concoidal　fracture）を示し，

かつ黒色光沢を有するなど，野外においても明らかに差

異が認められる。これは両層中の主要炭層の石炭はいず

れも褐炭（F2）でそれらの露頭における試料の工業分析

の結果は第2表に示すとおりである。

5．採炭概況についで

　この炭田においては，炭層が薄層であるとともに炭質

も良好とはいえないので，大規模に採掘している所はな

く，わずかに月産100～200f内外の小規模な炭坑が点在

するにすぎない。ことに，最近の炭業界の不況に伴なつ

て，休山・廃山のものも少な『くない。

　4番層は高峯・小松・富本および玉庭の4炭砿で稼行

きれているが，玉庭炭砿以南では炭丈が薄くなるととも

に炭質が悪くなる傾向があつて，現在は稼行されていな

い。豊川村落合附近で稼行されている炭層は，上述の炭

層よりや、上位にあたり，部分的に発達した炭層であ

ろう。

昭和27年6月現在におけるこの炭田内の稼行概況は，

第3表に示すとおりである。

　　　　　　6．結　　語

置賜亜炭田は純炭発熱量5・700～6・700ca1の褐炭（F2）

を含む炭田で，炭層はいずれも薄層であるために今後と

も大きな発展を期待することはできない。今回筆者らが

明らかにすることができたおもな事実を要約すれば，次

のとおりである。

　1）　この炭田における第三系は下位から洗尾・白川・

大鹿および豊川の4累層に分けることができ，最上・左

沢・会津亜炭田の第3系とその層序・層相および含有化

石がきわめて類似しているばかりでなく，構造上の特性

にも多くの共通点が認められる。．

　2）炭田の東半部は比較的簡単な構造を示すが，西半、

部は濃曲構造を繰り返し，かつ多数の断層を伴なつて，

構造はかなり複雑である。r

　3）炭層は高峯・手ノ子両層中に10数層挾まれてい

るが，現在稼行されているものは炭丈40～50cmの3

層にすぎない。

　要するに，この地域の第三系は東北裏日本の油田地帯

に広く分布する海成第三系の内陸型亜堆積相を示すもの

で，その下半部は油田第三系と岩相や層相が非常に似て

いるが、上半部は後者が海成であるのに反して前者は陸

成堆積物からなつている。これらの両第三系の相違を明

らがにして，東北裏日本のいわゆる藁地向斜地帯”の発

展についての問題を取扱つてゆくことは，東北地方の内

陸地帯に分布する亜炭田の生成機構を明らかにする上

に，重要な意義をもつものと考えている。

　　　　　　　　　（昭和27年5～6月調査）

38一（664）




